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〔電気工学専攻〕
昆虫の触覚運動によるコミュニケーション ・システム
大 井 淳 一
コオロギは触覚によるコミュニケーションを行っている。 雄と雌， 雄と雄とが出合うときの触覚の
動きには特有なものが観測される。 この動きを定量化するために， 触覚の動きをPVD F (ポリフッ
化・ ビニリデン)を使用して， 電気に変換して計測した。 単一の触覚の2次元的動きと2本の触覚の
同時運動などを測定した。 その結果， コオロギの雄と雌， 雄と雄との出合いの後に示す触覚運動には，
スペクトル解析においても， 明確なパターンの差異がみられた。
開領域問題の境界要素解析
北 上 真 二
開領域問題に有力な境界要素法は精度の高い手法である反面， 有限部分に複雑な形状， 媒質の不均
性等が含まれると解析が複雑となる。 そこでこの有限領域部分には有限要素， 無限領域部分には境界
要素を用いる方法について考察し， 境界要素法により得られる要素行列と有限要素行列との接合条件
を明らかにした。 更に， この境界要素， 有限要素の結合法で系行列の帯幅が広がるので， ラプラス問
題の場合について無限境界要素を提案した。 この要素を用いると帯幅を変化することなく問題を解く
ことが可能となる。
本研究の一部はInt. J our. for Computation and Mathematics in Elec. and Electronic Engng. ， 
2， 4 (1983)， 日本シミュレーション学会第2回シ ミ ュ レ ーションテクノロジー ・ コンフアレンス論
文集1982年 6 月， 同学会第4回電気・電子工学への応用シンポジウム， 1983年3月に発表された。
磁気飽和を考慮した単相誘導電動機の特性算定法
小 松 輝 雄
電動機の小形化に伴ない磁束密度の高い電動機が多くなっている。 このため， 始動電流により回路
リアクタンスがすべりによって大きく変化する。 本論文では， 励磁リアクタンスと漏れリアクタンス
を負荷電流の関数として特性算定に考慮し， 全すべり範囲にわたって精度の高い特性算定のできる方
法を提案している。
ハU
防音壁のある音響空間のインパルス法解析
竹 多 信 一
防音壁のしゃ音特性を測定しようとすれば， 十分広い空間か， 無響室を必要とする。 本論文では音
源としてインパ ルス音源を用い， この音源による時間応答波形を 適当な時刻で打切ることにより， 反
射波の影響を取り 除くことができるので無響室を用いることなく所望の測定が可能となる。 この方法
を用いて剛体及びインピーダンス処理された床上に置かれた防音壁の音場を実測により明らかにした。
更に， これらの結果を3 次 元ハイブリッド型無限要素を用いた有限要素計算によるものと一部比較を
行なった。
蝿牛の有限要素3次元モデ ルとその応答
渡 辺 信 之
聴覚器官の中で周波数弁別を行なう嫡午の応答を調べることは重要で、ある。 これまでの応答解析は，
1次 元， 準2次元， 2次モデル等で嫡牛を百|き延し， 縦断面に関する2次 元解析であった。 本論文で
は 3 次 元要素を用い， 有限要素解析を行なった。 基底膜はインピータツスを持った弾性膜で置き換え，
嫡牛内部を充たしているリンパ 液との結合も考慮、した。 また形状を渦巻状にするのと， 直線状に引延
ばしたものとでは前者の方がより実際の応答に近いことを明らかにした。
本研究の一部はJournal of Sound and Vibra tio n (JSV)に発表される。
〔工業化学専攻〕
多環芳香族化合物の還元メチル化反応
-2環と3環モデル化合物よりの生成物の分析と反応機構ー
中 村 信 一
石炭の環元アルキル化による可溶化機構を研究のため， 多環芳香族6種類 (ナフ タリン， フルオレ
ン， アントラセン， フェナントレン， アセナフテンとアセナウチレン) について， 還元メチル化反応
を行った。 結果:(1)ナフ タリン， フェナントレンを 除き反応率は86%以上であった。(2)電子親和力の
大きい炭素原子上で環元メチル化反応が優先的に起る。(3)電子親和力の小さい化合物ではメチル化反
応が起る。(4)ナフタリン， アセナフテンとアセナフテレンは還元2量化を受け易い， (S)メチル基導入
数はメチ ル化分子当り1. 9- 2. 5， 全分子当り 0.25- 2.1であった。
還元メチル化による石炭の可溶化
一炭種と可溶化性との関係についてー
福 島 伸 利
広く石炭の構造特性を把握することを目的に， 外国炭6種を還元メチル化して， それらのベンゼン
への可溶化性並ひ。にベンゼン可溶分中に占める軽質のn-ヘキサン可溶分量を求めると共に， 各ベンゼ
ン可溶分をGPC分別して分子量分布と平均構造を調べた。
6炭種中ベンゼンに最も可溶化したKairan coal ( 約67%可溶化)の構造に就て検討し， 更に当処
理による各種石炭のベンゼンへの可溶化性が未処理炭のピリ ジンへの溶解性と極めて密接な関係の
あることを立証した。
第18回， 石炭科学会議で発表(1981)
アゾキシベンゼン類とルイス酸との反応
福 田 寛
CS2中アゾキシベンゼン類とAIChとを反応させると， p-クロローおよびp，p'ー ジクロロアゾベンゼ
ン類と 還元によるアゾベンゼン類などが生成した。 またp，p'ージハロアゾキシベンゼン類ではハロゲン
塩素交換一還元， 0-クロル化， さらにBr化合物においてはBr転位クロル化などが起った。 これらの
反応の機構について考察した。
還元アルキル化による石炭の可溶化機構の研究
ーベンゼン可溶分の繰り返し還元メチル化ー
山 本 至 臣
大平洋炭 還元メチル化物のベンゼン可溶分を， 電荷移動剤を用いずに繰り返し 還元メチル化し， メ
チル化物は更にnーヘキサンとアセトンで逐次 して， 各処理段階に於ける溶剤可溶分の収量， 構造パ ラ
メー タ並びに分子量分布等の変化を調べた。
その結果， 回を重ねるに従って， ベンゼン可溶分のfaが次 第に減少， çalは増加して， 高分子量成分
の低分子量成分への移行と， 軽質のnーヘキサン可溶分中に重質成分が逐次 混入してくる様子が明瞭に
観察された。
第四回， 石炭科学会議で発表(1982)
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〔金属工学専攻〕
金属酸化物の還元型浸出反応に関する研究
古 河 晃
酸化鉱の還元浸出に関する研究の一環として， 還元剤として第一銅イオンを添加した塩酸溶液中 に
おける各種マンガン酸化物の還元浸出挙動について詳細な検討を行ない， 浸出の総括反応， 浸出速度
に及ぽす各種浸出条件の影響， 反 応の律速過程 などを明らかにし， これらの結果から還元浸出の反応
機構について考察した。
さらに二， 三の天然産マンガン鉱についても同様の還元浸出を行なって， 単純酸化物で得られた結
果との比較考察を行なった。
〔機械工学専攻〕
半波整流寵動力による衝突振動
新 谷 隆 志
商用電源で電磁駆動されるインパ クト ・ ユニ ットは， 衝撃能力が 大きくなる1次共振のすぐ上で使
用するので， 固有振動数が 高くなる。 そこで半波整流により駆動振動数を半分にして， 工具振幅の増
大をねらいユニ ット の運動解析を線形接続法を用いて行った。 その結果， 半周期毎の間欠的な駆動で
あるにもかかわらず， 従来のものに比べて劣らない衝撃能力の得られることが判明した。 また運動の
安定性解析を行い， 安定条件を明らかにした。
平板近くにおける円柱の熱伝達について
千 葉 吾 郎
流れに垂直におかれた二次 元水平加熱円柱が， 平板に近づく場合を， 主流が一様流及び一様せん断
流として， それぞれ差分法を用いて解き， 円柱まわりの流れ， 温度分布， 熱伝達率等を求め， 円柱と
平板との距離によってこれらがどのように変化するかを明らかにした。
。。
低温域における粉体の伝熱特性に関する研究
向 山 晴 夫
近年， ロケット燃料等に 大量の液化力、スが使用されるようになり 有効な低 温断熱方法が強〈望まれ
ている。 その中でも低 温液体の輸送あるいは保存， 超伝導コイルを用いた電気機器の保冷などにおい
て充てん層 を用いた断熱方法が注目されている。 本研究ではグラスバブルス充てん層について実験を行
い， 温度及び圧力と 有効熱伝導率の関係を考察し， さらにふく 射伝熱を減少させることを目的として
アルミ粉を混入した場合の伝熱特性の変化を検討した。
端菌が局部加熱を受けるクラッド短円柱の非定常熱応力
山 田 豊
ディーゼソレ機関のピストンヘッドなどに関連し， 局部加熱されるクラッド端面を 有する短円柱の非
定常熱応力を熱弾性論により厳密に解析し， 得られた結果にもとづいて数値計算を行ない熱 応力の分
布や変動を明らかにし， さらにクラッド部の厚さや短円柱の長さが結果に及はす影響を検討した 。 ま
た電気抵抗ひずみゲージを用いて類似モデルについて実際の熱 応力測定を行ない実験値と理論値を比
較することにより測定精度の検討を行なった。
〔生産機械工学専攻〕
超塑性合金の鍛造加工性に及ぼす超音波振動付加の影響
高 田 修 市
超塑性Zn-22%Al共析合金の圧縮及び型鍛造加 工中に共振周波数19.5KHz， 振幅3.5umまでの超音
波振動を付加できる装置を試作し， 上記合金の超塑性加工特性の向上に与える超音波振動の影響を検
討した。 その結果， 超音波付加は変形応力， 型細部への充満性および加 工時間の短縮等に著しく 有効
であることが判明した。 また， その原因を金属組織観察と格子線解析法を用いて検討した結果， 摩擦
抵抗の減少効果が重要であることがわかった。
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レーザー干渉計による作動油の特性の観測について
十 丸 泰 男
低圧下における油圧駆動装置の動作においては作動池の圧縮性を考慮しなければならない。 また，
作動油の持つ粘性の影響も見逃すことは出来ないと思われる。 そこで， 本報告では， マッハツエンダ
ー干渉計を用い縞次数の変化に注目して作動油の圧縮性や， 油の流れの様子を調べた。
その結果， 屈折率の変化を求めることによって， 密度の変化を調べ， 作動池の持つ圧縮性を確認し
た。 また， 色々な流れを想定して， 種々の条件の下に流れの干渉写真を撮映し， 定性的な作動油の流
れを調べた。 そして， 得られた作動油の流線を完全流体の流線と比 較し作動油の流れの考察を行なつ
fこ。
レーザ測定技術からみた研削加工変形の研究
吉 野 俊 隆
ホログラフ イ干渉は， 物体表面の微小変位を非接触で計測できる秀れた特徴を 有する。 著者は， こ
の方法を研削加工により発生する加工物体の変形量の計測に利用した。 計測は加 工による物体の変位
を干渉縞パタ ンーとして測定し， その結果従来推定されていた加 工面からの加 工による変位の影響は
予想以上に広い範囲に分布することが解析された。 また， X線法により計測した加 工 面の残留応力量
の分布値とも比較検討し残留 応力値評価の補助手段とての 有効性も確認された。
〔化学工学専攻〕
フェライト法による難溶性沈殿の生成とその表面特性
河 岸 義 史
Fe(OH)2沈殿懸溺液を各所定温度で空気酸化して， マグネタイト の生成実験を行なったところ， pH 
を調節しなかった場合， それは減少して行き， ORPは上昇した。一方， pHを一定に調節した場合， 0
RPはわずかに減少した。 また， Fe2+ イオン残存濃度の 2時間までの酸化時間に比例した減少速度よ
り3 kcal jmol の活性化工ネル占fーが得られた。さらに生成されたマグネタイト の比表面積とZIA
法によるZ n2+イオン吸着量との開に比例関係が見い出された。
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ニッケル鉱石の湿式処理
一浸出液からの有効成分の分離一
黒
田
亮
二
代表的 ニッケル鉱石であるガー ニエライト鉱石の硫酸浸出液中には， Ni， Fe， Mgの硫酸塩が溶解
している。 この浸出液に低コ ストアルカリ ( MgO)を添加すると， 純度:98 %以上のFe( OH)3とMg(OH)z
を分別沈搬できることを実験的に確かめた。 また， 残液の晶析実験(350C， 3.5%MgS 04 溶液を5
oC， 2.3%MgS04 溶液とする実験) により， 晶析後の炉液に硫酸を添加して それを浸出液として使
用するクロー ズドプロセ スの実現が可能と推定された。
米粒の内部水分移動 と乾操割れ
高 宮 正 宏
米の乾燥に際して胴割れ米を減少さすことが課題となっている。 その乾燥割れを抑制するには胴割れ
れの発生機構を究明する必要がある。 本報では一定 温度の気流中での乾燥の場合の乾燥過程 および貯
蔵過程における粒内部応力を， 米粒を均質球状の粘弾性体とみなして理論的に数値解を求めた。 そし
て実測と比較検討を行なった。 更にレ オロジー的に乾燥割れの現象の追求も試みた。
偏心二重管環状部に お け る輸送現象
中 村 明 夫
熱交換器の管群の不整配列や原子炉の燃料棒の湾曲は熱伝達率を低下させると共に装置に重 大な影
響を与える。 偏心二重管環状部内の流れはこれらを想定したモデルである。 本研究では壁 温一定の熱
伝達問題と相似である電極反応を用いることにより装置定数， 操作変数と内管壁面における物質移動
係数分布との関わりを調べた。 また物質移動に対する壁 面勢断応力， 壁面上の乱れ強度の寄与， さら
に環状部内の速度分布， 乱流強度分布を調べることにより輸送 機 構および乱れについても検討がなさ
れた。
phv 
浸漬物体による懸濁液界面沈降速度促進機構
三 宅 良 衛
懸濁液槽内固液界面の沈降速度の促進，特に， 凝集剤等の添加に依存しない機械的促進は固液分離
操作において重要な課題の一つである。 本研究で1土，各種形状を 有する浸漬物体の投入による界面沈
降速度の促進効果について理論的に検討し，沈降速度に及ぼす浸漬物体の形状，設置条件の影響につ
いて実験的に検討を加えている。 その結果，界面沈降速は，Boy cott効果によって浸漬物体下部に生
成される漬澄液の回収過程に律速されること， その回収率は浸漬物体の形状，設置位置によって与え
れることを明らかにしている。 また，理論的推定結果と実験結果を比較することにより，浸漬物体投
入にともなう懸濁液沈降槽に関する2 ， 3 の設計指針を与えている。
〔電子工学専攻〕
SiHCbガスのグロー放電分解による非晶質Si膜の製作とその光電特性
奥
田
博
志
膜の堆積速度は放電電力(PW) にほぼ比例するが，膜質は電力によって異なる。 低速では膜の均質
性や熱安定性は優れているが，酸素を 多く含む。 赤外吸収の測定からPWにより H-Si の結合状態が
変化することが明らかになった。オプテイカルギャップは2 00Wで約 1. 5eVで、あり，PWの低下につれ
て小きくなった。 日音導電率(例)は5 0Wで10一11 Sj cm， 2 00Wて"1O-5Sjcmであり，光導電率(<1σ)はσdニ10-1
Sjcmの試料では約1O-9Sj cmであった。
英文のもつ複雑さの数量化に関する研究
小 松 智 吉
自然言語は，様々な複雑さ，あるいはあいまいさをもっている。 そのため， コンビュー タを用いた
言語処理を，より人間的な処理に近づけるには， 自然言語に対してなお 基礎的研究を行ない， 言語の
もつ特徴を数量的に明確にしておく必要がある。
筆者は， その1 つの試みとして， 主成分分析法を用いて英文のもつ複雑さを数量的に抽出し， 複雑
さに対する1 つのメジャーを作成した。 基準サンプル集合として，中学1 年から 高校3 年までの英語
の教科書を用いた。 その結果は， 我々の持っている文章に対する複雑さの概念とよく一致した。
ヴt
Si(111)7X7表面におけるGeの超格子構造の研究
庄 司 克 幸
Si(lll) 表面におけるGeの成長の初期過程と超 構造について， Ge を超 高真空中で Si割反の 温度を
変えて蒸着し， L EEDとAESで研究した。下地Siからのオ ージェ信号強度とGe の蒸着時間の関係か
ら， 基板 温度35 0.C以上ではGeは3原子層 までは2次元的に層状成長l， その後3次7目的な鳥状成長
する Stranski.krastanov型の成長をする。 又， Si(lll)面上にGe が急峻にヘテ ロエピタキシーする
時， Ge2原子層でSi(111) 7 X 7超格子 構造は(5 X 5 ) 構造に なることを明らかにした。
斜めに配列された八木アンテナに関する研究
長 木 清 昭
都市に於ける， ブランキングやゴ スート対策用のアンテナ として， アンテナ 素子 を斜めに配列した
八木ア ンテナを考案し， その諸特性の解析を行った。 この結果， 本アンテナ は， 次のような特徴を持
つ ことが明らかと なった。
(1)ヌル点の深さは30dB以上であり， ゴ スートを 十分抑制できる。
(2)ヌル点の方向は周波数に依存しない。
(3)主ビームの電力利得はあまり落ちない。
(4)アンテナ 1基でゴースト対策ができる。
光電子分光法によるInSeの熱酸化過程の研究
三 宅 泉
層 状半導体InSeの熱酸化過程 をXPS とAESで研究した。 InSe のへき開面には夕、ングリングボン
ドが存在せず， 室 温では酸化は起こら ない。 空気中で熱することによって表面には最初酸素過剰なIn
の酸化物In203+xが形成きれ， 時間と共に In20 3が成長する。 Se酸化物は表面に存在し ない。 熱酸
化で作成した In20 3-InSeヘテ ロ接合は可視領域で光起電力特性を 示すことがわかった。
ベルダジルのエ レクトロクロミズム
渡 辺 勝 彦
有機物 質ベルタジルは+電極で緑→ 赤紫， 一電極で緑→無 色に 色変化する。 このエレ クトロクロミ
ック ( EC ) 現象を表示素子 に応用する観点から， この物質のEC機 構について， スリット型セルと
非対称型セ ルの透過特性， サイクリックボルタモグラム等を基に検討した。 また， 透過型セルと反 射
型セ ルを試作して着消色効率， 応答速度， 着消色変化量等のEC特性を測定して， 本物質のEC材料
としての可能性について検討した。
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